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平成28年２月１日  

各  位 

会 社 名 東洋ドライルーブ 株式会社 

代表者名 代表取締役社長 飯 野 光 彦 

         （ＪＡＳＤＡＱ・コード４９７６） 

問合せ先 常務取締役 

管理本部長 城 戸 幸 一 

電話番号 ０３－３４１２－５７１１ 

 

 

平成28年６月期第２四半期 及び通期業績予想の修正に関するお知らせ 
 

 

当社は、最近の業績の動向等を踏まえ、平成27年８月７日に公表いたしました平成28年

６月期の業績予想について、下記のとおり修正いたしましたのでお知らせします。 
 

記 

 

１. 平成28年６月期第２四半期累計期間（平成27年７月１日～平成27年12月31日）の業績

予想数値の修正 

 

(1) 連結業績                         (単位：百万円) 

 
売 上 高 営業利益 経常利益 

親会社株主
に帰属する
当期純利益 

１株当たり
純利益 

期初発表予想（Ａ） 2,537 156 214 142 
円 銭 

107.25 

今回修正予想（Ｂ） 2,301 105 96 64 48.35 

増 減 額（Ｂ‐Ａ） △236 △51 △118 △78 ― 

増 減 率（％） △9.3 △32.7 △55.1 △54.9 ― 

(ご参考) 
前期第２四半期実績 

2,415 151 341 203 154.06 

 

  (2) 個 別                          (単位：百万円) 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
純利益 

期初発表予想（Ａ） 2,186 182 237 162 
円 銭

122.35

今回修正予想（Ｂ） 1,984 127 127 91 69.09 

増 減 額（Ｂ‐Ａ） △202 △55 △110 △71 ― 

増 減 率（％） △9.2 △30.2 △46.4 △43.8 ― 

(ご参考) 
前期第２四半期実績 

2,200 219 385 245 185.62
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２．平成28年６月期通期（平成27年７月１日～平成28年６月30日）の業績予想数値の修正 

 

(1) 連結業績                         (単位：百万円) 

 
売 上 高 営業利益 経常利益 

親会社株主
に帰属する
当期純利益 

１株当たり
純利益 

期初発表予想（Ａ） 5,110 300 430 305 
円 銭 

230.35 

今回修正予想（Ｂ） 4,630 180 218 154 116.31 

増 減 額（Ｂ‐Ａ） △480 △120 △212 △151 ― 

増 減 率（％） △9.4 △40.0 △49.3 △49.5 ― 

(ご参考)前期実績 4,840 267 549 333 251.67 

 

  (2) 個 別                          (単位：百万円) 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
純利益 

期初発表予想（Ａ） 4,360 315 375 250 
円 銭

188.81

今回修正予想（Ｂ） 3,990 218 220 156 117.82 

増 減 額（Ｂ‐Ａ） △370 △97 △155 △94 ― 

増 減 率（％） △8.5 △30.8 △41.3 △37.6 ― 

(ご参考)前期実績 4,346 383 547 289 218.59

 

 

３．修正理由 
 
   平成28年６月期第２四半期累計期間の売上高につきましては、国内の一部取引先で

出荷減･在庫増となり、想定以上に生産調整が長引き、当社売上高は減収となりました。

海外（アジア）でも景況悪化等により取引先の生産が弱含み、受託加工品の量産先送

り傾向が見られました。主要販売先である自動車機器業界では、グローバル生産・販

売の伸長があり国内減少を補いましたが、売上高は連結・個別ともに期初予想数値対

比未達となりました。この間、減収と減収対比固定費減が小幅であることも相俟って

営業利益も減益となりました。経常利益及び当期純利益につきましては、持分法投資

利益（60百万円）はやや良化しましたが、主に為替換算差損（67百万円）等により減

益幅を増幅することとなりました。 
 

当社グループの第３四半期会計期間以降（通期の業績）につきましては、新興国の

経済減速の影響や生産調整解消と受注回復・拡大の目途が読めず、楽観できない不透

明な業況を予測しており、期初発表業績予想値を上記のとおり修正することといたし

ました。 

 

以 上 

 

(ご注意) 上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に

影響を与える不確実な要因に係る本資料発表日現在における仮定を前提としています。  

実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 


